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【年通号数】公開・登録公報2013-005
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｊ   3/26     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月20日(2014.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記撮像素子の露光タイミングを制御する撮像素子制御部をさらに有し、
　前記面間隔制御開始時期制御部は、前記画像取得条件入力部を介して入力された複数の
波長の値と前記撮像素子の露光時間及び遮光時間の値を用いて、前記対向する光学基板間
の面間隔制御の開始時期及び前記撮像素子の露光処理の開始の遅延時間を検出し、前記面
間隔制御部に対し、前記対向する光学基板間の面間隔制御を、前記検出した開始時期に開
始するように指示するとともに、前記撮像素子制御部に対し、前記撮像素子の露光処理の
開始時期を、前記検出した遅延時間分遅らせるように指示することを特徴とする請求項１
、２、４、のいずれかに記載の分光画像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　そこで、例えば、図３(b)に第１変形例として示すように、前後する複数の波長の差に
基づく光学基板の移動距離の違いを考慮して面間隔制御の開始時期を検出するようにする
のが好ましい。図３(b)の第１変形例では、光学基板の移動量が１００ｎｍのときには、
前倒し時間を１００μｓ、光学基板の移動量が２００ｎｍのときには、前倒し時間を１５
０μｓとしている。
　そのようにすれば、光学基板の移動時間を最小限にすることができ、面間隔制御の開始
から終了までの時間を短縮化できるので、より高速で波長を切り替える複数波長からなる
動画を取得した場合でも、高い波長分解能が得られる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００７０】
　なお、実施例２及び変形例における露光処理開始時期制御部８は、例えば、静止画の撮
像等、露光タイミングが遅く、可変分光素子における光学基板の面間隔制御動作が、露光
開始までに完了する場合であれば、面間隔制御開始時期制御部６を備えない分光画像装置
にも有用である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
１　　　　　可変分光素子
２　　　　　撮像素子
３　　　　　分光画像生成部
４　　　　　画像取得条件入力部
５　　　　　面間隔制御部
６　　　　　面間隔制御開始時期制御部
７　　　　　撮像素子制御部
８　　　　　露光処理開始時期制御部
１０　　　　被写体
１１　　　　分光画像装置
１２　　　　挿入部
１２ａ　　　先端
１３　　　　撮像ユニット
１４　　　　光源ユニット
１５　　　　制御ユニット
１６　　　　表示ユニット
１７　　　　ライトガイド
１８，１９　光源
２０　　　　光源制御回路
２８　　　　撮像素子駆動回路
２９　　　　可変分光素子制御回路
３０　　　　フレームメモリ
３０ａ，３０ｂ　　　　　メモリ
３１　　　　画像処理回路
３２　　　　画像取得条件入力部
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